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 ２ アンケート結果に見る新入社員の動向・意識
 　厳しい雇用情勢を反映して、就職活動の訪問企業数が大幅増加

 ４ 中心市街地の活性化を担う新たな集客施設が誕生！
 　『マルヤガーデンズ』と『アエールプラザ』が相次ぎオープン

 ６ ‘１０ ＴＡＬＫ　
 　鹿児島商工会議所青年部　会長　志々目　英昭　氏

 ７ 会員さんクローズアップ
 　お食事処　酒々楽 芙蓉　宮腰　千恵子　氏

 ８ 講演録　「九州・山口近代化産業遺産群の世界遺産登録へ向けて」 
 　「九州・山口の近代化産業遺産群」専門家委員会委員長（東京大学教授）　西村 幸夫 氏

10 中国人団体観光客を天文館でおもてなし！
 　海外クルーズ船乗客1,400人の中国人観光客が天文館に

11 フォトニュース
 　金融部会・工業部会合同公開セミナー / 産業経済賞受賞企業を視察 / 経営革新支援セミナー 
 　プレスリリース活用セミナー

13 経営相談ガイド
14 部会活動報告
 　小売商業部会 / 卸商業部会

15 インフォメーション
 　景況調査（2010年1～3月期） / 平成22年度 商工会議所セミナースケジュール / 会議所スケジュール 
 　会費納入のお願い / 法定台帳返送願い

19 新入会員紹介
20 わが社のよかオゴ・よかニセ
 　㈱ワカマツ自動車　米増 浩一 さん

長崎大学環境科学部准教授　深見　聡

　上町地区は、鹿児島城下のなかでも最も長い歴史があり、各所に名刹があった。薩
摩藩最大規模の福昌寺や現在も残る仁王堂水に正門のあった大乗院などとならび、大
龍寺もその1つに数えられる。
　1611( 慶長 16) 年、内城跡に南浦文之（1555 年 :弘治元年～ 1620 年 : 元和 6年）
を開基として建立された。文之は飫肥の生まれで、幼い時より仏門で修業し学問にも秀
でていたことから文殊童とよばれた。朱子学の一派・薩南学派の創始者である桂庵玄樹
の孫弟子にあたる一翁玄心らに師事した。文之は、玄樹が『大学』『中庸』『論語』『孟子』
の「四書集注」に施した訓点に改良をくわえ、江戸幕府体制下で朱子学が正学とされる
と、この読解のしかたは主流として定着した。
　島津義久・義弘・家久の 3 代に仕え、琉球王国をめぐり明国との交渉にかかわるな
ど外務顧問としても活躍し、後世に黒衣の外交官とよばれた。また、東郷重位に「示現流」
という剣術流派名を与えたり、1543（天文 12）年にポルトガル人により火縄銃が伝えら
れたことを詳述した『鉄炮記』を著したりしている。
　明治初年の廃仏毀釈で大龍寺も廃寺となったが、1912（明治 45）年に文之和尚記
念碑（写真中央）が建てられた。
　現在、寺跡には市立大龍小学校がある。校歌に文之が登場するなど、向学の志はい
まも子どもたちに受けつがれている。

うちじょう なん   ぽ  ぶん   し

お　 び

文

文

ココ

鹿児島玉龍高

鹿児島大龍小

池之上局

南洲神社 吉田葬祭
典礼会館

大龍寺と南浦文之
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●何社企業訪問しましたか？

●労働条件の中で特に重視するものは？

●今の会社でいつまで働きたい？

1～5社 6～10社 11社以上

給料

定年まで 機会があれば転職 将来は独立したい 特に考えていない その他

休日・休暇 福利厚生の充実 就業時間 その他

2005

2009

2010

81.1％

81.8％

74.3％

15.5％ 3.3％

13,5％

12.5％ 13.2％

4.7％

39.7％

35.3％

32.3％

22.1％

36.7％

26.8％

17.6％

10.7％

22.6％

19.1％

12.7％

15.2％

23.8％

38.4％

38.5％

23.8％

19.9％

20.3％

17.2％

4.0％

11.5％

34.4％

31.8％

28.4％

81.1％

81.8％

74.3％

15.5％ 3.3％

13,5％

12.5％ 13.2％

4.7％

2005

2009

2010

39.7％

35.3％

32.3％

22.1％

36.7％

26.8％

17.6％

10.7％

22.6％

19.1％

12.7％

15.2％

1.5％

4.6％

3.1％

0.8％

5.9％

1.3％

1.5％

4.6％

3.1％

2005

2009

2010

23.8％

38.4％

38.5％

23.8％

19.9％

20.3％

17.2％

4.0％

11.5％

34.4％ 0.8％

31.8％ 5.9％

28.4％ 1.3％

　
当
商
工
会
議
所
は
４
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

参
加
者
１
４
４
名
に
対
し
て
就
労
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
調

査
は
新
入
社
員
の
働
く
意
欲
、
将
来
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
に
つ
い
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
。
今
年
は
厳
し
い
雇
用
情
勢
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
数
は
例

年
並
み
で
あ
っ
た
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
反
映
し
て
、就
職
活
動
の
訪
問
企
業
数
が
大
幅
増
加

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
見
る
新
入
社
員
の
動
向・意
識

厳
し
い
雇
用
情
勢

　

今
年
の
新
入
社
員
が
就
職
活
動
を

行
っ
た
平
成
21
年
は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
景
気
後
退

に
よ
っ
て
、
雇
用
情
勢
も
大
き
く
悪
化

し
た
。
特
に
平
成
21
年
５
月
の
有
効
求

人
倍
率
は
０
・
34
倍
に
ま
で
落
ち
込
み
、

こ
れ
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
最
低
の
水

準
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、「
就
職
活
動
に
苦

労
し
ま
し
た
か
」
と
の
質
問
で
は
、「
は

い
」
と
の
回
答
は
昨
年
よ
り
わ
ず
か
に

増
え
た
だ
け
だ
っ
た
が
、「
何
社
企
業
訪

問
し
ま
し
た
か
」
と
の
質
問
に
「
11
社

以
上
」
と
し
た
回
答
が
、
８
・５
％
の
前

年
比
増
と
な
っ
た
。
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 2010年
 新入社員への就労意識アンケート調査結果より
　その他のアンケート項目に対し、今年のセミナー参加者から寄せられた回答は以下の通り。理想
の上司のタイプは包容力のある人（46.3%）、理想像ナンバーワンは島田紳助さんと真矢みきさんが
同票で並んだ。男性の上司には相談のしやすさ、面倒見の良さを求める声が多く、女性の上司は仕
事をてきぱきとこなし、リーダーシップの強いイメージのある人が人気が高いようだ。

１位　島田紳助　 (11票)

　　　真矢みき　 (11票)

３位　天海祐希　 (  8票)

４位　所ジョージ (  7票)

５位　イチロー　 (  6票)

６位　安部　寛　 (  4票)

　　　唐沢寿明　 (  4票)

　　　江角マキコ (  4票)

　　　仲間由紀恵 (  4票)

●入社にあたり
　不安なことは？

自分の将来
26.7％

その他
5.3％

仕事の内容
34.7％

仕事優先
28.1％

やりがいがある
53.5％

興味がもてる
18.2％

技術が身につく
8.8％

能力を生かせる
18.2％

どちらかというと
仕事
58.9％

どちらかというと
私生活
12.6％

会社の人間関係
33.3％

包容力がある
46.3％

鹿児島で生活
したい
43.9％

鹿児島が
暮らしやすい
21.0％

地元に希望する
会社があった
11.5％

県外希望だが
事情があった
9.6％ その他

14.0％指導力がある
18.8％

自主性を尊重
してくれる
2.7％

その他
2.0％

協調性がある
30.2％

●仕事と私生活の
　バランスは？

●就職を決めた理由は？

●希望する上司のタイプは？ ●地元に就職した理由は？ ●理想の上司を
　著名人に例えると？

私生活優先
1.4％

その他
1.3％

給
料
よ
り
も
休
暇
や
福
利
厚
生
を
重
視

　

５
年
前
、
労
働
条
件
で
最
も
重
視
さ

れ
て
い
た
の
は
給
料
だ
っ
た
が
、
昨
年

は
給
料
よ
り
も
休
日
や
休
暇
の
ほ
う
が

重
視
さ
れ
て
い
た
。
今
年
は
給
料
が
第

１
位
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
割

合
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
休
暇
や
福

利
厚
生
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う

だ
。

定
年
ま
で
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

　

昨
今
の
経
済
情
勢
が
新
入
社
員
に
与

え
た
影
響
の
１
つ
に
、
安
定
指
向
が
あ

げ
ら
れ
る
。５
年
前
と
比
較
す
る
と
、「
定

年
ま
で
今
の
会
社
で
働
き
た
い
」
と
す

る
割
合
が
４
割
程
度
を
占
め
る
一
方
で
、

「
特
に
考
え
て
い
な
い
」と
い
う
割
合
は
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
し
て
半
数
以
上
は
仕
事
に
や
り
が

い
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
休
暇
や
福
利

厚
生
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼

ら
の
意
識
を
把
握
し
、
企
業
側
の
教
育

や
就
労
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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人
と
環
境
に
優
し
い
商
業
施
設

　

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
所
在
地

に
は
、
三
越
鹿
児
島

店
が
昨
年
ま
で
営
業

し
て
お
り
、
い
づ
ろ
・

天
文
館
地
区
の
中
心

的
な
集
客
施
設
の
一

つ
と
し
て
、
多
く
の

県
民
に
親
し
ま
れ
て

い
た
。
平
成
21
年
５

月
６
日
の
同
店
最
終

日
の
閉
店
時
間
前
に

は
、
閉
店
を
惜
し
む
た
く
さ
ん
の
フ
ァ

ン
に
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
そ
れ
か
ら
、
約

１
年
が
経
過
し
、
同
店
跡
は
、
㈱
丸
屋

本
社
に
よ
り
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、「
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。

　

今
回
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設
は
、
店
舗

の
名
称
か
ら
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
、『
天
文
館
の
オ
ア
シ
ス
』
に
ふ
さ
わ

し
く
、
緑
に
囲
ま
れ
た
空
間
を
提
供
し
、

施
設
内
へ
優
し
く
自
然
光
を
採
り
入
れ

る
た
め
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
採
用

や
、
外
壁
の
壁
面
緑
化
、
屋
上
庭
園
の

設
置
な
ど
、
商
業
地
に
新
た
な
く
つ
ろ

ぎ
と
憩
い
の
空
間
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

同
施
設
は
、
地
下
１
階
・
地
上
８

階
の
９
フ
ロ
ア
で
、
売
場
面
積
は
約

１
万
４
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
テ
ナ

ン
ト
は
、
食
品
関
連
か
ら
、
衣
料
品
、

雑
貨
、
書
店
、
飲
食
店
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
構
成
さ
れ
、
鹿
児
島

初
出
店
の
37
店
舗
を
含
む
76
店
舗
が
出

店
す
る
。
７
階
に
は
、
座
席
数
39
席
の

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
も
常
設
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
は
商
業
ス
ペ
ー
ス

だ
け
で
は
な
く
、
フ
ロ
ア
毎
に
そ
の
特

性
と
リ
ン
ク
し
た
食
・
教
育
・
芸
術
な

ど
の
展
示
・
交
流
施
設
や
託
児
施
設
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
も
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
施
設
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
し
、

来
街
者
の
増
加
と
新
た
な
賑
わ
い
の
創

出
に
つ
な
が
り
、
周
辺
商
店
街
へ
の
波

及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

マルヤガーデンズ 施設概要：
売 場 面 積　約14,700㎡

（地下１階・地上８階）
営 業 時 間　11:00～ 20:00

（一部店舗除く）
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ

　
平
成
21
年
５
月
に
三
越
鹿
児
島
店
が
閉
店
し
て
か
ら
約
１
年
。
同
店
跡
に
、
新
た
な
商
業
施
設
「
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
」
が
４
月
28

日
に
開
業
し
た
。

　
ま
た
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開
業
を
控
え
た
中
央
駅
地
区
の
中
央
町
22
番
街
区
に
は
、
再
開
発
ビ
ル
「
ア
エ
ー
ル
プ

ラ
ザ
」
が
、
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
よ
り
一
足
早
く
３
月
25
日
に
開
業
し
た
。
両
施
設
の
整
備
は
、
と
も
に
鹿
児
島
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
ま
ち
の
集
客
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
担
う
新
た
な
集
客
施
設
が
誕
生
！

『
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
』と『
ア
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
』が
相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
担
う
新
た
な
集
客
施
設
が
誕
生
！

『
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
』と『
ア
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
』が
相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン
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㈱
丸
屋
本
社　
　

玉
川　
惠　
社
長

　

か
つ
て
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た

天
文
館
は
、
中
央
駅
地
区
や
郊
外
等
へ

の
商
業
集
積
地
の
分
散
化
に
よ
り
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
人
が
集
ま
る
場
所
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
天
文
館
は
、
交
通

の
利
便
性
が
良
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光

な
ど
中
心
市
街
地
の
要
衝
と
し
て
の
地

の
利
が
あ
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常

に
大
き
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
天
文

館
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
地
か
ご
し
ま

の
文
化
の
発
信
地
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
「
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
」
で
は
、
新
し

い
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
ガ
ー
デ
ン
と

名
付
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を

館
内
に
設
け
、『
商
店
街
の
一
角
の
集
会

所
』
の
よ
う
な
感
覚
で
、
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
７
階
の
屋
上
庭
園
で
は
、
買
い
物

の
用
事
が
な
く
て
も
気
軽
に
散
策
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
天
文
館

に
出
か
け
た
ら
、
必
ず
立
ち
寄
っ
て
み

た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
り
、

山
形
屋
さ
ん
や
タ
カ
プ
ラ
さ
ん
、
周
辺

商
店
街
へ
も
人
が
行
き
交
う
よ
う
な
回

遊
性
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
地
区
全
体

の
賑
わ
い
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

衣･

食･

癒
し
の
ハ
ー
ト
フ
ル
空
間

　

約
１
年
後
に
迫
っ
た
九
州
新
幹
線
全

線
開
業
を
前
に
、
中
央
駅
周
辺
の
開
発

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
中
、
中
央
町
22
番

街
区
再
開
発
ビ
ル
「
ア
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」

が
、
３
月
25
日
開
業
し
た
。
同
地
区
周

辺
は
、
南
国
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
完
成
を

皮
切
り
に
、
中
央
駅
西
口
増
床
に
伴
う

商
業
施
設
『
フ
レ
ス
タ
鹿
児
島
』
の
新

装
オ
ー
プ
ン
や
、
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
集
客
・
交
流
拠
点
の

集
積
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特

に
、
中
央
駅
東
口
に
隣
接
す
る
一

番
街
商
店
街
内
の
22
・
23
番
街
区

の
２
つ
の
再
開
発
事
業
は
、
商
店

街
の
賑
わ
い
再
生
と
回
遊
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
開
業
し
た
ア
エ
ー
ル
プ
ラ

ザ
は
地
上
４
階
建
て
で
、
１
階
は
、

か
つ
て
の
活
気
の
あ

る
商
店
街
を
思
い
出

さ
せ
る
よ
う
な
生
鮮

食
品
や
惣
菜
、
パ
ン
、

衣
料
品
等
の
専
門
店

が
入
居
し
、
特
に

食
料
品
は
県
産
品
に

こ
だ
わ
り
、「
市
民

の
台
所
」
と
し
て
鹿

児
島
ら
し
い
食
文
化

を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
来
館
者
が
楽
し
く
憩
え
る
空
間
を

創
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
階
に
は
『
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
』
を
設
け
、
創
業
支
援
事
業

を
手
掛
け
る
。
１
階
に
は
鹿
児
島
市
内

の
商
店
街
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
が
初

め
て
設
置
さ
れ
、
今
秋
完
成
予
定
の
23

番
街
区
再
開
発
ビ
ル
の
広
場
と
の
相
乗

効
果
に
よ
り
、
賑
わ
い
創
出
拠
点
と
な

り
、
周
辺
商
店
街
へ
の
集
客
が
大
い
に

見
込
め
る
。

　
㈱
チ
ェ
ス
ト　

坂
上　
益
啓　
社
長

　

陸
の
玄
関
口
で
あ
る
中
央
駅
地
区
は
、

周
辺
に
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

ホ
テ
ル
、
都
市
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
集
積

し
、
都
市
機
能
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て

街
の
魅
力
と
賑
わ
い
が
高
ま
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、３
月
25
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ア
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
は
、
中
央

駅
前
に
立
地
す
る
南
部
地
区
商
店
街
の

一
員
と
し
て
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
来

街
者
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
施
設
づ
く

り
を
通
し
て
、
中
央
駅
地
区
の
商
業
環

境
の
向
上
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ア
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
商
店
街
の

不
足
業
種
で
あ
り
、
地
元
住
民
か
ら
強

い
要
望
が
出
て
お
り
ま
し
た
生
鮮
・
惣

菜
を
中
心
と
す
る
食
料
品
を
は
じ
め
、

28
店
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
店
し
て
お
り
、

多
く
の
方
々
に
お
買
物
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
階
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
は
、

来
街
者
に
休
憩
や
語
ら
い
の
場
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
さ

ら
に
、本
施
設
の
３
・
４
階
に
は
事
務
所
・

業
務
施
設
が
入
居
す
る
こ
と
も
あ
り
、

周
辺
商
店
街
へ
の
歩
行
者
通
行
量
の
増

加
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

アエールプラザ 施設概要：
延 床 面 積　約4,900㎡
営 業 時 間　10:00～ 20:00
テナント数　28（H22.4.1 現在）
※3階はSOHO、4階は IT 系オフィス

ア
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
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鹿児島商工会議所青年部 「『
魅
力
あ
る
チ
ー
ム
』を
目
指
し
て
」

〜
若
い
力
を
結
集
し
て
地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
〜

1965年 鹿児島市生まれ

1989年 鹿児島島大学農学部卒業

1999年 ㈲下唐湊酒店開業

 （コンビニエンスストア　サンクス）

2004年 鹿児島商工会議所青年部入会

2010年 鹿児島商工会議所青年部会長就任

●プロフィール　志々目  英昭 さん

会長　志々目 英昭 さん
し　　し      め　　  ひで     あき

10

Ｑ　
今
年
４
月
に
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部（
鹿

児
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ　
会
長
就
任
に
際
し
て
、「
魅
力
あ
る
チ
ー
ム

へ
～G

o for your dream
s m

akes your 
dream

s com
e true

～
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
夢
を
描
い
て
、

実
行
し
、
実
現
さ
せ
る
行
動
力
を
持
と
う
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　

こ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
一

人
一
人
が
、
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
自
己
研
鑽

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
私

が
思
う
、
夢
を
実
現
さ
せ
る
実
行
力
を
持
っ
た

「
魅
力
あ
る
チ
ー
ム
」
で
す
。

　
　

そ
し
て
、
若
い
世
代
の
代
表
と
し
て
、
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
新
事
業
の
創
設
や
政
策
提

言
の
で
き
る
団
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
青
年
部
に
入
会
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う

な
所
で
す
か
？

Ｑ　
今
年
度
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
力
を
入
れ
た

い
と
お
考
え
で
す
か
？

Ａ　
鹿
児
島
に
は
春
夏
秋
冬
を
通
し
て
特
色
あ
る

祭
が
あ
り
ま
す
。
春
は
「
か
ご
し
ま
春
祭
大
ハ

ン
ヤ
」、
夏
は
「
お
ぎ
お
ん
さ
あ
」、
秋
は
「
お

は
ら
祭
」が
彩
り
を
そ
え
ま
す
。そ
し
て
冬
に
は
、

青
年
部
が
主
催
す
る
「
笑
福
祭
」
が
毎
年
２
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
「
笑
福
祭
」
を
、
鹿
児
島
の
冬
を
彩
る

祭
と
し
て
、
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
通
り
会
の
方
々
と
連
携
を
強
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
祭
を
も
っ
と

盛
り
立
て
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
鹿
児
島
の
魅
力
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
？

Ａ　
鹿
児
島
は
、
桜
島
に
代
表
さ
れ
る
観
光
資
源

や
焼
酎
・
黒
豚
な
ど
食
な
ど
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

他
に
比
べ
て
も
決
し
て
負
け
る
こ
と
の
な
い
魅

力
に
溢
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
時
間
、
温
か
い

人
柄
、
こ
れ
ら
は
他
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
立
派
な
「
鹿
児
島
ら
し
さ
」
だ
と
思
い

ま
す
。
鹿
児
島
を
訪
れ
る
人
が
求
め
て
い
る「
鹿

児
島
ら
し
さ
」
を
う
ま
く
表
現
す
る
た
め
に
、

青
年
部
と
し
て
一
役
買
い
な
が
ら
、
鹿
児
島
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　
青
年
部
に
は
、
現
在
85
名
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
同
じ
志
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
活
動
す
る

中
で
、
自
分
と
は
違
う
思
想
・
発
想
に
触
れ
、

考
え
方
が
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
り
、
今

ま
で
と
は
全
く
違
う
考
え
を
持
つ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
青
年
部
は
全
国
に
約
４
０
０
単
会
、

３
０
，
０
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
で
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
に
仲
間
が
で
き
る
こ
と

も
非
常
に
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
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お
客
様
が
笑
顔
で
く
つ
ろ
げ
る
店
で
あ
る
た
め
に

　
「
お
食
事
処
」
と
し
て
店
を
始
め
た
の
は
、
以
前

経
営
し
て
い
た
飲
食
店
で
、
お
通
し
と
し
て
出
し

て
い
た
手
料
理
が
、
お
客
様
か
ら
大
変
好
評
を
頂

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
お
客
様
に
出
す

料
理
は
、
煮
付
け
な
ど
家
庭
の
味
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

昔
か
ら
天
文
館
で
商
売
を
し
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
お
客
様
の
中
に
は
30
年
も
の
長
い
間
お
付
き

合
い
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
ん
な
お
客
様
に
感
謝
を
表
す
た
め
に
、

店
内
は
家
と
同
様
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
よ

に
来
て
く
れ
た
ら
そ
れ
だ
け
で
充
分
で
す
し
、
元

気
が
な
い
時
は
愚
痴
を
言
い
に
来
て
、笑
顔
で
帰
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
客
様
の
中
に
は
、
遠
方
に
転
勤
し

て
も
、
鹿
児
島
に
帰
っ
て
き
た
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ

顔
を
出
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方

は
「
お
帰
り
な
さ
い
。」
と
言
っ
て
迎
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
元
気
な
顔
が
見
ら
れ
る
と
、
私
も

元
気
に
な
り
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
励
み
に
な

り
ま
す
。

趣
味
と
仕
事
を
兼
ね
て

　

お
客
様
に
く
つ
ろ
い
で
頂
く
た
め
に
、
店
内
は

色
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
椅
子
は
幅
が
広
い
も

の
を
選
び
、
足
を
崩
し
て
座
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
料
理
を
お
出
し
す
る
皿
は
、
目

で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
選
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
壁
に
は
趣
味
で
製
作
し
た
着
物
の
帯
を

使
っ
た
作
品
な
ど
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
、

一
部
店
内
改
装
を
行
い
、
作
品
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー

ス
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
趣

味
が
、
お
客
様
の
目
に
触
れ
、
話
題
が
広
が
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

◎
店
舗
案
内　

【
創　
　
業
】
平
成
７
年
６
月
19
日

【
事
業
内
容
】
飲
食
業

【
住　
　
所
】
鹿
児
島
市
千
石
町
６
─
２
生
駒
ビ
ル
３
階

【
定 

休 

日
】
日
曜
・
祝
祭
日

【
営
業
時
間
】
18
：
00
～
24
：
00

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

お
客
様
と
つ
な
が
り
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝

　

当
店
は
、
お
客
様
が
安
心
し
て
、
く
つ
ろ
げ
る

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
会
員
制
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
く
来

て
頂
い
て
い
る
お
客
様
同
士
が
、顔
見
知
り
に
な
っ

て
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
若
い
世
代
の
お
客
様
か
ら

は
「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
く
と
、
年
を
取
っ
た
な
と
感

じ
ま
す
が
、
同
時
に
子
供
が
沢
山
で
き
た
気
が
し

て
、
非
常
に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
お
客
様
は
、
元
気
な
時
は
顔
を
見
せ

お食事処　酒
さ

々
さ

楽
ら

　芙
ふ

蓉
よう

　

宮
みや

腰
こし

　千
ち

恵
え

子
こ

　さん

　
店
主
の
宮
腰
さ
ん
の
人
情
溢
れ
る
接
客
と
、
お

客
様
の
こ
と
を
考
え
店
の
隅
々
ま
で
目
が
行
き
届

い
た
「
酒
々
楽 

芙
蓉
」。
ド
ア
を
開
け
る
と
「
お

帰
り
な
さ
い
。」
と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
店
の

雰
囲
気
は
、
ま
る
で
我
が
家
に
帰
っ
て
き
た
か
の

よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
。

店内には、あちこちに宮腰さん手作りの手芸作品が飾られている



「九州・山口の近代化産業遺産群」の
世界遺産登録へ向けて
「九州・山口の近代化産業遺産群」の
世界遺産登録へ向けて

「九州・山口の近代化産業遺産群」専門家委員会委員長（東京大学教授）

西村　幸夫 氏

　鹿児島商工会議所は３月１２日、専門家委員会委員長（東京大学教授）
西村幸夫氏を講師に招き、「九州・山口の近代化産業遺産群～非西洋世界
における近代化の先駆け～」と題し講演会を開催した。要旨は以下の通り。

日
本
の
世
界
遺
産
条
約

　
　
　
　
　
　
締
約
ま
で
の
背
景

　

欧
米
以
外
で
初
め
て
近
代
化
に
成
功

し
た
の
は
日
本
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

世
界
史
的
に
見
て
も
、
近
代
化
遺
産
と

し
て
日
本
の
価
値
は
非
常
に
重
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
２
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
、
世
界

遺
産
条
約
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
が
締
約
国
に
な
っ
た
の
は
92
年
で
す
。

締
約
ま
で
20
年
か
か
り
ま
し
た
。
今
か

ら
た
っ
た
18
年
前
の
事
で
す
。
そ
れ
以

前
に
は
、
日
本
は
世
界
遺
産
の
制
度
を

重
視
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
当
時
、日
本
は
締
約
国
に
な
っ

て
も
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
と
思
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
世
界
の
流
れ

に
孤
立
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
締
約
国
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
大
き
く

こ
の
問
題
が
動
い
て
い
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
ま
す
。

　「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
が

　
　
　
　
　
　
暫
定
リ
ス
ト
入
り

　

日
本
の
暫
定
リ
ス
ト
と
言
い
ま
す
と
、

１
９
９
２
年
、
最
初
に
世
界
遺
産
条
約

に
批
准
し
た
際
に
、
法
隆
寺
、
京
都
、

奈
良
、
鎌
倉
な
ど
10
箇
所
提
出
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
そ
の
う
ち
の
鎌
倉
と

彦
根
城
を
除
い
た
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が

世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
１
９
９
５
年
に
原
爆
ド
ー

ム
の
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
、
次
の
年
に

世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。
何
故
、
原

爆
ド
ー
ム
が
最
初
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

か
と
言
う
と
、
国
の
文
化
財
に
な
っ
て

な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。
国
で
指

定
さ
れ
て
な
い
と
、
世
界
遺
産
に
は

ノ
ミ
ネ
ー
ト
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
原
爆
ド
ー
ム
は
、
こ

の
段
階
で
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
次

の
年
に
世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
７
年

に
か
け
て
、
新
た
に
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
を
増
や
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
北
海

道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
、
富
岡
製
糸

場
、
長
崎
の
教
会
群
、
富
士
山
、
飛
鳥
・

藤
原
、
そ
し
て
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化

産
業
遺
産
群
」、
沖
ノ
島
の
関
連
遺
産
群

な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

の
特
徴
は
、
構
成
資
産
が
と
に
か
く
た

く
さ
ん
の
県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
他
の
遺
産
群
は
ほ
と
ん
ど
１
つ

の
県
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
飛
鳥
・

藤
原
の
よ
う
に
古
墳
が
群
に
な
っ
て
い

る
所
も
あ
り
ま
す
が
、
場
所
と
し
て
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
ノ
島
と
関
連
遺

産
群
も
神
社
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
う

遺
産
で
す
が
、
同
様
に
場
所
的
に
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
何
故
、「
九
州
・
山
口
の
近
代

化
産
業
遺
産
群
」
が
選
ば
れ
た
か
と
言

い
ま
す
と
、
九
州
・
山
口
地
域
は
、
鎖

国
時
代
に
お
い
て
外
に
開
か
れ
た
地
域

の
う
ち
の
１
つ
で
し
た
。
１
番
有
名
な

の
が
長
崎
の
出
島
。
李
氏
朝
鮮
の
窓
口

に
な
っ
て
い
た
対
馬
、
中
国
と
の
貿
易

を
行
っ
て
い
た
琉
球
と
の
窓
口
に
な
っ
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